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年少者 日本語教育 におけ る「文脈化」を考 える
一学校支援と家庭支援の実践から一

古賀 和恵

【キー ワー ド1文 脈 化 ・学習の文脈 化 ・学 びの双方向的 な連 動 ・学習動機 の創 出 ・存

在 の文脈化

0.は じめに

筆者 は、 日本語教 育実践研 究(2)の 実 習 におい て学 校支援 と家庭支援 双方 に携 わる機

会 を得た。学校支援 と しては、A小 学校 の 日本語学 級で実施 され てい る取出 し授 業の参

与 観察 を2005年5月 か ら7月 にかけて週1日2コ マ(45分 及び30分 授 業各1)・ 計7

回行 った。この 日本語学級は2001年 に設置 され 、日本語教育 に長年携 わって お られる

D先 生が専属で 日本語指導にあた られてい る。筆者 はこ こで学ぶ10名(2005年5月 現

在)の うち、主 に2名 と関わっ た。家庭支援 はその うちの1人 、」 とその弟 に対 し、学

校 支援 と平行 して週1回60分 ～90分 ・計9回 行 った。この学校支援 ・家庭支援 双方 に

関 わるこ ととなった 」への支援 にあたっては、学校 と家庭 の学習 を結ぶ こ とに よ り「学

習の文脈化」(川上2004)を 図ることをめざ した。

本稿 で は 」に対す る学校支援及 び家庭支援 の実践 報告 を行 うと ともに、自分 自身の実

践 とこれ まで実践研究(2〉におい て蓄積 されて きた様 々 な知見 とを結 びつ つ、「学習の文

脈 化」を中心 と して年少者 日本語 教育におけ る「文脈化」につ いて考察す る。

1.実 践 報告

1-1児 童Jに つい て

」(出身:韓 国、学年:6年 生)は 、父親の転勤 に伴い2005年2月 に来 日した。 日本語

の授業 は、支援 開始時点 で2コ マX週3日 の初期 指導(6月 まで)と 、1コ マX週2日(国

語 及び学活 の時間)の 取 り出 し授 業が行 われてい た。 また、週3日 韓国 人の家庭教 師

について教 科 を勉強 している との ことであ った。

1-2実 践 にお いてめざ したこ と一「学習の文脈 化」について

川上(2004)は 、JSL児 童生徒 に対す る日本語教育 を考 える場 合 には「個別 化」「文脈化」

「統合化」とい う3つ の観点が必 要であ る とし、「文脈化 」につい ては「こ とばの文脈 化」

「内容の文脈化」「学習の文脈化 」の3点 を挙 げてい る。 この うち「学習 の文脈化」とは、

「『取 り出 し指導』の学 び を在籍 クラスの学 びか ら分 断 して しまうのでは な く、物理 的
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に 『取 り出 し』た と して も、両 者の学び をつ なげ て学ぶ こ と」(p.85)である と述べ てい

る。取 り出 し授業 につ いて渡辺(2004)は 、年少者ESL教 育 における議 論及び年少者JSL

教 育 にお ける先行研究 の考察か ら、JSL児 童生徒 に対す る取 り出 し授 業が「日本語 を母

語 と しない子 どもをス ティグマ化 し、マ ージナル な存在に追いやる危険性」(p.3)を孕 む

こ とを指摘 す る一方で、「在 籍学級 と取 り出 し指導の連携 に よって取 り出 し指導の意味

づ けがあ る程度 は肯定 的な ものにな り得 る」(p.5)とも述べ ている。 また、籔本(2004)

は、 日本語学級、在籍 学級そ れぞれが持つ機能 を活 か しつつ 、児童 の実態 に合 わせて

学校全体で支援 してい くため のモ デルを提案 してい る。

間橋(2004)が ク ラス担任 と日本語 指導者 との連携 に よって「日本語指 導が孤立 した

もので はな く在籍 クラスでの授 業 と結 びつい たJSL児 童 ・生徒 に とって意味のあ る文

脈 での学習 とな り得 る」(p,23)と述べ てい る ように、「学習 の文脈 化」を実現する うえで

渡辺 や籔本が主 張する 「在籍学級 と取 り出 し指導の連携」、学校全体 での支援 は重 要で

ある と考 える。 しか し、そ う した連携 は学校 内の学習だけで はな く、家庭 や地域 とい

った子 ど もたち を取 り巻 く様 々 な学 びの場 において も考慮 されるべ きことであろ う。

そこで筆者 は、」に対 する家庭支援 を行 うにあた り、日本語学級 にお ける学 びと家 庭支

援 における学 び を結ぶ ことで「学習の 文脈化」を図る ことをめ ざした。

1-3実 践報告

学校支援:第1回5月17日(」 と同 じクラスのMも 一緒 に活動 を行 う。〉

(1)Mを 待つ問D先 生 が6年 生の国語の教科書 を音読す るよう言われ る。教科書 には 」

の母親や家庭教 師によって漢字 にふ りが なが振 られ、韓 国語で意味が書い てあ る。

(2)坊 主め くり:最 初 にD先 生が カー ドを使 いなが ら必要語彙 を導入。

(3)百 人一首(筆 者 も参加):ペ アになって競争。D先 生 と筆者 が読 み手 になる。

1所感lJは あ まり積極的 に話 さない が、先生が言 われてい ることは概 ねわか ってい る

よ うだ った。教 科書 も時々つかえ る ものの よ く読め てお り、内容 も理解 している様 子

であ る。百人一首 の時はカー ドを取 るのが早 く、ひ らがなの認識 は まった く問題 ない

よ うで あった。坊主 め くりの時 も静 か だったが集中 してゲー ムを行 ってお り、カ ー ド

をめ くる時の緊張感 や、い い カー ドが出 た時 のほっ とする様 子が伝 わって きた。授 業

中 を通 してほ とん ど発 話が見 られなか ったが、活 動 自体 は楽 しんでいる様 子だ った。

学校支援:第2回5月24日(こ の 日もMが 参加)

短文作 り。D先 生の指示 に より「いつ ・どこで ・だれ!な にが ・どう した」とい う文 を

音 節 ご とに担 当 を決 めて作 ってい く。次 に、「どんな(だ れ1な にが)」 「どの ように(ど

うした)」 を追加 し、同様 に行 う。(で きあが った作 品は最 後に廊 下 に展 示 した。〉

①黒板に次のカードを貼る。國 國[司 囮 囲 匿五工⊇9

自分 の担 当部分 を短 冊に書 き、長 く切 ったセ ロテー プに貼 って文 を作 る。文 と して

いい か どうか を考 え、○ ×をつけ る。一文 で きた ら担 当箇所 を交代。 わからない語
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彙 について はD先 生が適宜説明 された。(以 下の下線部 分が 」の書いた箇所 。)

・きの う 公 園で 塑(筆 者注:」 の担任の先 生)ラ ーメ ンを食べ た。

・2036年 拠 猿が 読書 を した。〆1塑 里 ソウルの 川で 犬が 遊 びま した。

②國[因 団 匿亙蜀匝]囲 囮
・きの プー ルで やせ た にわ と り ころび ま した。

◇ 「きの う」を「きの」と表記。D先 生が拍 を とって長音 を説 明 された。

◇ 「にわ とり囲 →助詞 を必ずつ け るよ うに とい う指導 が な され る。

・3時 問目に 火星で きれい じゃない1先 生が 泳いでい る。

③匠…]團[司 囮 囮 囲 どのようにノどんなふうに 匿五圃

ゆ うべ 教室で 大 きな 警 官が わめ きなが ら 一強 しま した。

④ 一人で一文 を作 る。:1994年 び ょいんで小 さい 」が 生 まれ ま した。

◇ び ょいん:先 生が拍 を とる→」が 「び ょいいん」と訂正→先生 が「び ょういん」と訂正

【所 感】長音 の表記が難 しい ようで、長 音 とそ うでない音 との聞 き分 け もで きてい な

い ようだった。文の構造や 品詞な どはか な り理解 してい るこ とが うかが えた。

家庭支援:第1回5月24日(弟 と一緒 に実施。)

(1)お 母 さんにお話 を伺 う・」 は友達 もで き、学校 は楽 しい ら しい。友達 の話 はわか る

が、授業は単語 を聞 いて内容 を類推 し、 なん とか理 解 してい るとい うことだ った。

(2)ウ ォー ミング ・ア ップ:愛 知万博へ行 った話や宮崎駿 の アニ メの話・

(3)自 己紹介活動 「友 達になろう!」

まず相手が どんな人か想像 し、一 人3つ ずつ考 えて付箋 紙 に書 き、シー トに貼 って

い った。 その後、想像 があた ってい たか どうか相手 に確認 し、O× をつ ける。色 々

な色 の付箋 紙 を使 ったので色の名前 や、話題 に出た季節 、 ものの形な ども適宜確 認

していった。 また 、何 か聞 きたい ことがあ れば質問 を書いて相 手 に聞 き、 さらに聞

い た答 えを書 くよ うに した(」 向 けに用 意 した活動)。

【所 感1学 校 ではお とな しい感 じだ ったが、知 ってい る 日本語 を駆使 してなん とか 説

明 しよ うとし、話そ うとい う意欲 が感 じられ た。 話 して い るこ とは こちらに も理解 で

きる もので あった。家族 でデ ィズニー ラ ン ドに行 くら し く、一緒 に行 こうと しきりに

誘 って くれ たので、 ラポールの形成 はで きたのでは ない か と思 う。何 を勉強 したいか

を聞い た ところ、話す こ とと2年 生 か らの教科書 を読 む ことを したい とのことだった

ので、今後活 動の中 に入れてい きたい。 自己紹介 活動で は書 くことが多 くなって しま

ったが、熱心 に取 り組み、書 くこ とに対 しては あま り抵抗 が ない ように見 受け られた。

学校支援15月31日 家庭科の授 業 に出席 のため取 り出 しな し

先 週の家庭支援 の様子 をD先 生 に報告 した。教 科書 を読 みたい と言 ってい たこ とを

話 す と、ぜ ひ音読 をやって、話 の切 れ 目や リズム をつか め る ように して ほ しい との こ

とだ った。1年 生 の漢字 はだいた い覚えてい るよ うで ある・
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家庭支援:第2回6月3日

(1)ウ ォー ミング ・ア ップ:デ ィズニ ーラン ドの話。デ ィズ ニーラン ドの思 い出を書 く

活動 も考 えていたが、学校ですで に書 いた とい うこ とだったので取 りや める。

(2)2年 生 の国語 の教 科書 から「スイ ミー」を一緒 に読 む。 まず最初 に書い てある○ ○

作 ・絵ノ訳の意味 を確認。 全てひ らが なで書 いてあ ったので筆者が 漢字 を紙 に書 き、

さらに6年 生 の教 科書 を確認 した。 スイ ミーは韓 国語 と英 語で読 んだ こ とがある と

言 うのでそれ を もとに「訳」の意味 を説明 した ところ、」は韓国語 で書かれ た「お しんj

を出 して きて作者 と訳者の名前 を指 し、理 解 した ことを示 した。次 に一 通 り読み、

あらす じを説明 して もらう。最後 に再度 スイ ミーの気持 ち になって読 みなが らわか

らない ところ を確認 。絵や本 、図鑑等 を使 いなが ら視覚 的な確認 も行 った。

【所感】」はデ ィズニ ーラン ドの話か らどん どん色 々な話題 を展 開 し、短期 間でそれだ

け話せ るこ とに正直驚 いた。時 々英語 も使 うものの、思 った以上 に語彙 も豊富 である。

話の終わ りや文 と文のつ なぎで言い よどむことが多 いので、今後 はまず は話 し、次 に

それ を書い てい くとい うことをや りなが ら文末 表現 や文の接続 を学べ る ように したい。

学校 支援:第3回6月7日

英語 の授業が ある とい うこ とで、D先 生 とともに参加 させていただ く。英 語 は得 意

だ と聞いていたが、手 を挙 げて発 言す る場 面 は見 られなか った。 クラス内で は打 ち解

けた様 子 で、先 生の説 明が わか らなか った時 に周 りの友達 数人がわか るよ うにもう一

度説明す る場面 も見 られ、友達 に受 け入 れ られている ことが うかが えた。

家庭支援1第3回6月7日

(1)ウ ォー ミング ・アップ:プ ラネ タリウムに行 った話。

(2〉「デ ィズ ニーラ ン ドの思い出 を書 こ う!① 」学校で 書いた ものは短 かった とい うこ と

だったので、 もう少 し長 く書 くことを提案 した。前 回デ ィズニ ーラン ドの 話 をした

時 はほ とん ど事実 だけだったので、お も しろか った点 な どを質問す るこ とに よって

より具体的な話 を引 き出 し、話 した ことに基づい て少 しず つ書いてい くよ うに した。

(3)「スイ ミー」の残 り音読。好 きな場面 につい てお互 いに話す。

【所感 】作文 はD先 生 に読んで もらうこ とに し、読 み手 を意識 しなが ら書 くことをめ

ざ した。最初 は書 くことを躊躇 していたが、話 した内容 にそ って少 しこちらから書 き

出 しの部分 を提示 する と少 しずつ書 き始 めた。 しば ら く続け て様子 を見 るこ ととする。

学校支援:第4回6月14日

休み時 間に担 任 の先生が教室 にい らっ しゃったので少 しお話 を伺 った ころ、社会 の

テス トを した ら問題の意味が わか らな くてで きなか った ようなので、そ れ を見て ほ し

い との こ とだっ た。 そこで、取 り出 しの時間 に社会 のテス トのわか らな かった ことば

を学習 す る。 まず 、D先 生が色違いの カー ドにテス ト問題 の語彙 ・意味 ・漢字の読み

を記入 。意味 カー ドには絵 や本人が 辞書で調べ た韓国語 、先 生の説明な どを書 く。次
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に意味 を説明 しなが ら もう一度テス ト問題 を解 く。最後 に筆者 も参加 し、漢字 カー ド

と読み カー ドを使 った神経衰 弱を行 う(」 が一番 カー ドを取る)。

語彙:関 係 ・人物 ・時代 ・一部 ・有力 ・政 治 ・天皇 中心 ・役人 ・心構 え ・定 める ・

特 色 ・資料 ・立 てる ・豊か ・材料 ・流行

【所感 】問題 で問われている内容が教科書 の どこ に書 いてあるか はわか ってお り、 こ

とばに関す る補助が あれば、問題 は解 けそ うで あった。担任 の先 生 にクラスでの 」の

様子 な どをお聞 きしたかったが、授 業が始 まったため残念 なが らで きなかった。

家庭支援:第4回6月14日

(1)ウ ォー ミングア ップ:プ ールの話

(2学 校で作 ったカー ドを使 った活動。 まず3分 の2ぐ らい の枚 数で神経 衰弱。 次 に漢

字 と読 みの カー ドをラ ンダムに並べ てペ ア を作 ってい った。最後 に漢字 カー ドの み

を見 て読 む練習 を した。(残 りも同様 に行 った。〉

(3)2年 生の教科 書を音 読(ふ きの とうのお話)。 一通 り読 んだあ と、質問す るこ とに よ

って話 を再生 しなが ら内容 をつかんでい くよ うに した。

【所感 】カー ドゲーム は、後半集 中力が落 ちて きたのか覚 え られ なかった もの が多 か

った。「流行」はなかなか覚え られ なかった ものの一つ だが、「韓流」の「流」、「旅行 ・銀

行」の「行」などと例 を出す とわか りやすかった ようだ。また、使 え るもの通 してい くた

め に「はやっている」とい うこ とば も導入 し、学校 で はや ってい る ものにつ いて会話 を

しなが ら、 ど うい う文脈 で使 うか をつか んで もら うこ とをめ ざした。 ただ し、 その他

の語彙 は会話の 中で使 うのが難 しく、取 り上 げ られ なか った。音 読 はあま りつ か えず

に読めてお り大 意 も概ね把握 していたが、細かい部 分は理解が難 しかった ようであ る。

学校支援 二第5回6月21日

(1)「日本語の準 備運動」:ま ずD先 生の指示 によっ て教室 の前 に貼 ってある口な ら しの

ための文 を言 う練 習 を した。次 にD先 生 が言われ る早 口 ことば を 」が ノー トに写 し、

先生が こ とばの意味 を説明 。最後 にそれ をで きるだけ大 きな声 で言 う練 習を した。

(2)在 籍 クラスの国語の時 間に読んでいる箇所 をD先 生 と 」が一文ずつ交代 で音読 。次

に難 しい語彙 を抜 き出 し、先生が意味 を、」が漢字 をカー ドに書 いていった。

【所感】先生 はJが 普 段教室 の中で声が小 さいこ とか ら、大 きな声 で と言 われたので

あろう。家での様子 か らする と、声が小 さいのは 日本語 に自信が ないか らとい うよ り、

先生の前 では多少 緊張 もあ り、少 しお とな しめにな るのだ と思 われ る。教科書 は先生

と同 じぐらいのス ピー ドで読 めていた。 また、 どこまでが ひとま とま りの文で 、 どこ

で切れてい るのか とい うこ とが理解で きている ことが うかが える読み を していた。

家庭支援:第5回6月21日

(1)学校で作 ったカー ドを使 って、 漢字 の読 み と意味 の確認 ・

(2)「デ ィズニー ラン ドの思い 出を書 こ う!② 」
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【所感1カ ー ドを使 った活動 は、少 しずつ読 める もの、意味が わか る ものが増 えて い

った ものの 、説 明文の ことば とい うこ ともあ り難 しかった ようだ。作文 では「～た り、

～ た り」や継起 の「～てjな ども使 えていたが 、多用 され.すぎてわか りに くい ところ もあ

ったため 、言いたい ことを確認 し、少 しず つ伝 わる ものに してい くこ とをめざ した。

理 由を述べ ている ところで は「～ので」を提示。表記 につい ては長音の入 ったカ タカナ

語 を間違 えるこ とが多 かった。 作文が完成 したらわ にっ子のHPに 載せ ようと提 案 し

た ところ乗 り気 にな り、弟の時 間に も自主的に書い ていた。
'校 支援:第6回6月28日

筆者 も加 わ り短文作 りをやる。最初 に分担 して書 いた後 、一 人一文書 く・

・2006年 新 しいデパ トで ともだ ちが た くさんな 」が ぎれいなけたい を買 った。

「デパ ー ト」「携帯」はD先 生が拍 をとって練習。「ぎれい な」は 自分 で訂正 していた。

【所 感1「 どんな〆どの ように」もよ く書けてお り、表現の幅が少 しずつ広が っていって

い るこ とが 感 じられた。表記 では上記の ように長音 や濁音 に時 々間違 いが見 られ る・

家庭支援:第6回6月28日

(1)ウ ォー ミング アップ:プ ー ルの話

(2)前 回、前 々回 のカー ドを使 って漢 字・語彙 の復習。前 々回の もの は漢字 ・意 味 ともに

覚 えていたが、前 回の もの はい くつか わか らない ものがあ り、何度 か繰 り返 した。

(3)「デ ィズニー ラン ドの思い出 を書 こう1③ 」二今回は特 に文 と文の接続 を考 えなが ら

書 くこ とを意識 した。接続詞 等 はこちらか らい くつか提示 した。

【所感】作 文は 自分か ら進 んで ノー トを出 してきて、 こちらが促 さな くとも自分 から

内容 を話 し、それ を書 いてい っていた。 これ まで「～ に乗る」を「一 を乗 る」と書 くこと

が多 かったが、次第 に自分 で問違い に気づいて訂正す るようになってい った。 また、

これ まで「～ので」と してもよい ところ も全 て「～か ら」を使 っていたので、再度「～の

で」を提示 した。ただ し、違 いについては特 に説明 しなかった。 わにっ子のHPに 掲載

す るこ とにはかな り乗 り気 で、それが主体的 な取 り組みへ とつ なが ったのでは ないか

と思 う。俳句 を載せ ている人がい ると話す と、筆者 の ノー トか ら以前 」が作 った俳句

をメモ した箇所 を探 し、載せ て欲 しい とい う意思表示 をしたので、 まず はそ ちらを載

せ るこ ととする。最後 にパ ソコ ンでわ にっ子のHPを 一緒 に確認 した。

家 庭支援:第7回7月4日:「 ディズ ニー ラン ドの思い出 を書 こう!④ 」

【所感】今 回 も作文 をす る と言 って自分 か らノー トを出 して きた。わか る ところは ど

ん どん書 き、 どう書い ていいか わからない時 はまず話 し、話 したこ とにそって書 いて

い た。 で きるだけ 自分 で考 えて もらい、 どうして も出てこない時 にアイデ ィア を提示

す る ように した。外へ 向けて発信す る とい う意識が書 く動機へ とつ なが ってお り、作

文 を書 きた くて しか たがない とい う様子 である。 また学校で作 った俳句 を披露 して く

れ 、それ もわ にっ子のHPに 載 せ たい ようだ ったので、筆者宛 にメー ルで送 って もら
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い、それを川上先 生に転送す ることに した。せ っか くの機会 なので先生 に何 か一言書

いては どうか と勧 めた ところ、筆者 にア ドバ イス を求 めつつ短い メ ッセ ージを書 いた。

量校支援:第7回7月5日

(1)国 語 の教科 書の以前 読んだ部分 を、D先 生 と」が一文 ずつ交互 で音読。母語 の干渉

がみ られるこ とか らD先 生 によ り発音指導 がな され る。 また、頭 高の アクセ ン トに

なる傾 向が あるため、アクセ ン ト指導 も行 われた。

(2)短文作 り(筆 者 も参加)

【所感】音 読 はわからない漢字 がい くつ かあった もののス ラスラ読 めてお り、D先 生

か らもほめ られていた。短文作 りで は「さび しそ うに」を書 き、や は り先生 にほめ られ

る。表記 については「こわい」を「こわいい」とする誤 りが見 られた。学校で はあ ま り作

文 を書い た経験 がない ようだ ったので、家庭 支援 の時 に作文 を書いて いるこ とをD

先生 に話 した とこ ろ、先生は作文 はまだ無理だ と思 われて いたようで あった。 作文が

完成 した らお見せす るつ もりだ ったが、授業 変更等 によ りこの日が最後 になって しま

ったため、残念 なが ら先生 に見 ていただ くことな く終 わって しまった1。

家庭支援:第8回7月11日1「 デ ィズ ニー ラン ドの思い 出を書 こう!⑤ 」

【所感】最初 は しば らく学校の話 を していたが、す ぐにノー トを出 して きて さっそ く

書 き始めた。話 を した後、 どう書 けばいい?と 聞いて くる場面が しば しばあ ったが、

今話 した とお りで大丈夫 と言 ってで きるだけ自力で 書 くよう促 した・ また、簡単 な状

況 説明で終わ るこ とが多かったので、詳 しい説明 を求め、お もしろかった ところやエ

ピソー ドを聞 くことによって内容 をふ くら ませ られ る ようにした。

家庭支援:第9回7月18日:「 デ ィズニー ラン ドの思い 出を書 こう!⑥ 」

【所感11ヶ 月半前 ので きご とを頭 の 中で再 現 しなが ら日本 語で説 明 し、 さらに書 く

とい うのはか な り負担 ではない か と思 うが 、毎回続 けている うち にそのパ ター ンが定

着 してきている。それが「こうす れば書 ける」とい う自信へ とつながれ ぱ と思 う。

以上 は6月 から7月 にかけての学校 支援 及 ぴ家庭支援 における実践報告 であ るが、

家庭支援 は夏休 み期 問中 も週2日 継続 実施 した2。 その間 に作文 が完成 し、」が 自主的

に作 った詩 とともにHPに 投 稿 した。 また、夏 休みの宿題であ った平和 についての作

文 と読 書感想 文 も、 これまで同様 話 して書 くとい うス タイルをと りつつ書 き上 げた。

3.考 察

3-1実 践 にお ける「学習の文 脈化 」

筆者 は 日本語学級 での学び を家庭支援 につ なげる一つの試み通 して、 日本語学級 で

行 った漢字 ・語彙 カル タを家庭支援 で も取 り入れた。学校での学習時問は限 られてお り、

1」 に よる と、 先生 は 後 日HPで 読 ま れた との こ とで あ っ た。

2お 母 さん に よる と、夏 休み も作 文 をや りた い と話 していた そ うで あ る。
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1回 の授 業 だけで 多 くの漢 字 や語 彙 を覚 える ことはなか なか難 しいQし か し、小 池

(2004)が 家庭支援 の 良い点 として「時 間、場所 を自由に調整す るこ とが で きる」「プレッ

シ ャー をか けず に落 ち着 いて学習 がで きる」(p.32)こ とを挙 げている ように、授 業時間

内 に十 分学習 で きなか った もの も家庭支援 の場 では時間 をかけて じっ くり取 り組む こ

とが で きる。実際 、カー ドを使 って繰 り返 し学習す るこ とで、」は漢字 や語彙 を覚えて

い くこ とがで きた。 ただ、その後 定着度 の確認 や覚 えた語彙 を使 える もの と してい く

こ とまではで きなか った。 しか し、 こ こで使用 した漢字や語彙 は在籍 学級 の国語 の教

科書 や社 会の プ リン トか ら抽出 した ものであ り、従 って不十分 なが らも在籍学級 での

学び を 日本語学級 を経て家庭支援 にまでつ なげる ことがで きたのでは ないか と思 う。

もう一つ の試みは作文活動であ る。 日本 語学級 におい て短文作 りは何度 かや ってい

たが 、在籍 学級 も含め学校では長 い文 をほ とんど書い た経験が ないようであった。そ

こで じっ く り時間 をか けなが ら少 しずつ長 い文 を書いてい く活動 を行 った。 しか し・

い きな り書 くのは難 しいため、 まず は口頭 で話 し、話 したことを書 いてい くように し

た。 その際 、D先 生が短文作 りにお いて、 「どんな」「どの ように」とい うのを付 加 し、

少 しずつ長 い文 に して いきなが らよ り豊か な表現 をめ ざされて いたことか ら、筆者 も

同様 の働 きかけ を行 うことを心 が けた。そ れによって短文か ら長 い作文へ 、 さらには

詩や読書感想文 とい った新たな ジャンルヘ と、」は表現の幅 を広 げてい くこ とがで きた。

また、書い てい く中で長音 や促音 に問違いが見 られた際 には、先生の拍 をとりなが ら

の指導 を取 り入れた。教室 におい てすで に経験 した方法 を取 り入れるこ とは理 解 を容

易 に し、学 びの助 けになったので はないか と思 う。

3-2「 学習 の文 脈化」にお ける学 びの双方向 的な連動

一方 、 日本語 学級一・家庭支援 とい う一方 向的な連動 しか考 えていなか った こ とによ

る反省点 もあ る。長音 や促音 、濁音等 の間違 いは 日本語学級 において も観 察 され たが、

これ は相馬森(20D5)が 指摘 する よ うに「これ らの音 を正確 に聞 き取 るこ とがで きてい

ない」(p,51)こ とに起 囚する と考 え られ る。こ うした情報 をD先 生 とも共訂 しつ つ、 日

本 語学級 と家庭 支援双方で「耳 を育て る支援」(同上)が で きれ ばよかったのだが 、そう し

た働 きかけはで きなか った。 また、」の書 いた作文 の特徴 として、 報告 で述べ たよ う

に文末 表現 にバ リエー シ ョンが な く、モ ダリテ ィの使用が見 られないこ とが挙 げ られ

るが 、例 えばJの 書い た作 文を途 中でD先 生 にも見 ていただ くことで、 どの よ うな学

習 を行 ってい けば よい かを一緒 に考 えてい くこともで きたであろ う。

筆者 は 日本 語学級 と家庭支援 を結ぶ こ とを考えた時 に、 日本 語学級での学 び を家庭

での学 習 につ なげ るこ とばか りに目を向 け、家庭支援で の学び を 日本語 学級 につ な ぐ

とい う視点 を見 落 としていた。 しか し、場面場面 における学びの双方 向的 な連動 に よ

る「学 習の文脈化」は、 より豊かで ダイナ ミックなさ らなる学び を生 み出 してい く可能

性 を持 つ。学校 とい う多様 な他者 との相互作用が展 開される場 にお いては、 なお一層
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その成果が期待 できる はずであ り、実践 を経 て筆者 はそのこ とに思 い至 った。

3-3「 存在の文脈化」

作文活動 を通 しても う一つ気づい たこ とが ある。」は最初 に作文活動 を提案 した時

はあ まり乗 り気 ではなか った。 しか し、わにっ子 のHPに 載せ ようと提 案 してか ら俄

然 やる気 を出 して熱心 に取 り組 んだ。 もと もとD先 生 に読 んで もらお うとい うことで

読み手 を想定 して始めた ことで はあ ったが、RPを 通 した「外 への発信」とい う目標が書

く動機 を生んだのであ ろ う。つ ま り、学習 を学校や家庭 とい う枠 の 中だけで はな く、

よ り広い文脈 に位置づ けるこ とが学習動機 を創 出 し、発信 意欲へ とつ なが った と言 う

こ とがで きよ う。それは これ までの学校 の先生 や友達、 筆者 とい う具体的他者 との相

互交渉 を基盤 としつつ 、 さらに広い世界の中 に「わた し」とい う存 在 を位 置づ けた瞬 問

で はなか ったか。 このい わば「存在の文脈化」が表現す るこ とへ と向か う原動力 とな っ

たので はないだ ろうか。」が作文 や詩、読書感想文等 に次 々 と取 り組 んでい った要 囚 と

して、」が母語 において も書 くことを得意 としていた こ とが考 え られるが、具体 的他者

とよ り広い世界 との行 き来 に よって 自己の「存在 の文脈化」が な された ことも、様 々 な

作品へ の挑戦を促 す要 因 とな ったのでは ないか と思 う。

また、残念なが ら実 現 しなか ったが、当初筆者 はHP掲 載後 に 」の作品 に対す る感

想 を筆者 の友人 知人に書いて も うこ とを考 えていた。新 た な他者 か らの フィー ドバ ッ

クは「存 在の文脈化」を さらに確 かな もの とし、 と同時 に新 た な他者 との間で も学 びを

生む可能性があ る。従 って、 それ によって 「学 習の文脈化」の さらなる拡充 を図る こと

が期待 で きる。 こう した経験 の積み重 ねは、やがて子 どもた ちの 中に主体 的 ・自立的

に「文脈 化」を推進 してい く力 を醸成 してい くことへ とつ なが ってい くと筆者 は考え る。

3-4JSLバ ン ドスケールによる測定結果

最後 に 『JSLバ ン ドスケール2004試 行版 ・小 学校 編』 に基づ く測 定結果について述

べ る。 表に示す とお り、」の 日本語の力 には大 きな伸 びが見 られた。

測定日 聞 く 話す 読む 書 く

2005年6月

2005年6月3日3

3

3

2

3

2

2

2～3

3

2005年7月18日 5 4 3～4 4

「聞 く」に関 しては、 当初は筆 者がわか りやす く言い換 えた り、ゆ っ くり話す こと も

あったが、次第 にその必 要を感 じな くなった。「話す」につ いて は、英語 の使用 や言い

回 しが わか らず 口ごもる場面 があ ま り見 られな くな り、会話 におけ るつ まづ きもか な

り減少 した・「読 む」こ とにお いては、未知語が多 い ことに より細 かい部分の理 解が困

難 な場 合があったのが 、簡単 な構成の もの について は楽 しみ なが ら読 め るようにな り、

3上段はD先 生 に測定 していただいた結果(実 施 日不明)。 下段 は筆 者による測定。
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夏休み には感想文 を書 くまで になった。 「書 く」につ いては、短文 か らよ り長 く複雑 な

文章 を書ける ようにな った。筆者はJの 日本語 の使用範囲 が どん どん広が ってい くの

を実感 し、Jか らは 自信 を もって生 き生 きと生活 している様子が うかが えた。

これ らの成果 と先 に述べ た「文脈 化」との関連性 を検証す るこ とは難 しいが、少な く

と も在籍学級、 日本語学級 、家庭で の学 びの総体が上記 の成果 に結実 してい った と言

うこ とはで きよう。 それ を根底 で支 えていた ものが 」の学ぶ力で あ り、学 ぶ意欲で あ

った こ とは言 うまで もない。

4.お わりに

学校 支援 を通 して筆 者が出会 った子 どもた ち一人 ひとりの持 つ背景や 問題 は様 々で

あ り、年少者 日本語教育の抱 える課題 の多様 さと困難 を痛切 に感 じた。 また、実践 を

通 して、一人 ひ とりの問題 と向 き合 いつ つ困難 を越 えて「子 どもたちの学 びの総 体 を形

成 してい くこと」(齋藤2005:p.43)、 そ のため に「『学 び』をつ な ぐ学習 環境作 り」(同p,44)

を行 ってい くこ との必 要性 を実感 した。本 稿での考察か ら この「学習環境作 り」を行 っ

てい くには、様 々な側面か ら「文脈化」を考 えてい くことが重要 にな って くると考 える。

本実 践 を通 して得 た もの を次の研究 ・実践 へ とつ なぐことに よって、 どのよ うな「学

習環境」をめざすべ きか、 さらに探求 してい きたい。(コ ガ カズエ ・修士課程2年)
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